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1 ． は じめ に

　我々 の 色覚系の 高次 過 程に お い て は色名

と視覚刺激 と し て の 色 は等価 に機能す る と

い う報告 が あ り 、 色名 と色中枢 とが 密接に

連結 して い る こ と を示 唆 して い る 1） 2 ）
。

しか し こ れ らは連合学 習や視 覚探索課題に

お い て 単
一

の 色 を指示 す る場 合で あ り、 複

数色刺激 に対 して も色 名 と視 覚的色刺激が

等価的 に 機能す る か に つ い て は 明らか で な

い
。 そ こ で 本研 究 で は複数色刺激の 記憶に

関 して 、色名呼称 、色パ ッ チ 、お よ び それ

らの 同時呈示、 の 3条件 を比 較 し、色 名お

よ び視覚的色刺激 に よ る 色情報 が どの よう

に処理 され る の か検討 した 。

2 ．実 験

　実験 は学習 フ ェ
ーズ とテス トフ ェ

ーズか

ら成る 。 刺激 と して は 11 個 の 基本色 （赤 、

黄 、 緑 、 青 、 橙 、 ピン ク 、 茶色 、 紫 、 白、

黒 、 灰色 ）の うち 4色 の 組み合 わせ を用 い

た 。 学習 フ ェ
ー

ス で は 、 図 1a の 色名呼称か 、

図 1bの 色パ ッ チ か 、 又 はそ れ らを同時に呈

示す る色 名＋ 色 パ ッ チ の い ずれ かで 被験者

に呈示 した 。 各呈示条件で 3個 ずつ 合計 9

個 が標 的 刺激 と して学習 フ ェ
ーズで 呈 示 さ

れ た 。 学習フ ェ
ーズ終了後直ちに再 認テス

トを行 っ た 。 こ の テ ス トフ ェ
ーズ で は 、標

的刺激 9個 に 9 個 の 妨害 刺激 を混ぜ た 18

個 をラ ン ダム に呈 示 し、被験 者 は学 習 フ ェ

ーズ に呈 示 さ れ た もの か 否か を応答 した 。

再 認テ ス トは色 名 もし くは色 パ ッ チ の 呈示

条件 に 固 定 して 行 っ た 。 例えば色名で の 再

認テ ス トの場合 に は、学習 フ ェ
ーズ で 色 パ

ッ チ で 呈 示 され た刺激 も色名 で 呈示 された 。

4 色 の 呼称順 は
一

定で 被験者 に知 らせ てあ

っ た。 再認 実験の 構成 を表 1 に示 して お く。

「あ力丶 き、 しろ 、 あお」

a ．色名呼称

b．色パ ッ チ

　eq　1 ．刺激

表 1．再認実験の 構成

学習 フ ェ
ーズ

テ ス ト

フ ェ
ーズ

セ ッ シ ョ ン

数

色名呼称 3 個

色パ ッ チ 3 個

色名＋色パ ッ チ 3 個

色名呼称

標的 9個

妨害 9個

10 回

色名呼称 3個

色パ ッ チ 3 個

色名＋色パ ッ チ 3個

色パ ッ チ

標的 9個

妨害 9個

10 回
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3 ．結 果

　図 2 ．に色 名 お よび色 パ ッ チ で の 再 認テ

ス トの 結果 を示 す 。 10 名の 被験者 の 平 均

値で ある 。 学習 フ ェ
ーズでの 呈 示条件が色

名お よび色パ ッ チ の 場合 （図 2 ．の 口 と◇）

は 、色 名で の 再 認 よ り色 パ ッ チ での 再認の

方が成績が 良い
。 学習 フ ェ

ーズ で の 呈示条

件が色 名 ＋ 色 パ ッ チの 場合 （図 2 ．の ○）

は被験者間の 相違が大 き く、平 均値 と して

は色名再認 と色 パ ッ チ 再認 の 結果が ほ とん

ど変わ らなか っ た 。

　本研 究 の結 果 で は 、 色 パ ッ チ で学習 して

色 バ ッ チ で 再認す る場 合が最 も成績が 良 く、

色 名で 学習 して色 名で 再認す る場合が 最 も

低 い 再認 率 とな っ た 。 こ れ らの こ とは 複数

色刺激 の 記憶 に お い て は視覚的色刺激 が色

名 よりも優位で あ る こ とを示 してい る 。 ま

た色名 で 学習 して も色 パ ッ チ で 再認 の 方が

成績が 良か っ た 。 これ らの こ とか ら複 数色

刺 激に お い て は 、 標的刺 激の 呈 示条件 に よ

らず色情報は視覚的 コ
ー ドに よ り貯蔵 され

て い る こ とが 示 唆 され る 。

　 「無彩 色が あ る と覚えやす い 1 とい う被

験者の 内観報告 が あ っ た の で 、 無彩色 （白 、

黒、灰 ）を 2 色 以上含む刺激 だけの 成績を

全体の 成績 と比 較 して み た。色 パ ッ チ で 再

認 の 場合 の 結果 を図 3 、 に示す 。 学習 フ ェ

ーズ で の い ずれ の 呈示 条件で も、無彩 色を

2色以上含む刺 激 の結 果 は全刺 激の 平均値

よ りも良い 成績で あ っ た 。 しか し色名で再

認 の場合 は こ の よ うな傾向は な か っ た 。

　 また 、全員正 解 とい う刺激 を抽出 して み

た とこ ろ 、 色 名再 認 に お い て も色パ ッ チ再

認 にお い て も、 学習 フ ェ
ーズ で 色パ ッ チ呈

示 の もの だけ で 、 しか も同系色 ・反対 色 ・

無彩色 の 組み合 わせ で あ っ た 。

　 これ らの結 果 は 、 視 覚的パ タ ー ン 化 が容

易 な刺激の 再認成 績が 良い こ と を示 して お

り、複数色刺激の 色記憶 にお い て は 、視覚
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的 コ ーデ ィ ン グ が優勢 で あ る と い う考 えを

支持す る とい え よ う。

文献

1）BakerK ．E．，　Mackintosh　L ： J．Exp ．

Psychol．，49 ，　pp281 −286 （1955 ）

2 ）Smallman　H．S．、　Boybton　R ．M ．：JOSA

A ，7，pp1985 −1994 （1990 ）．

100

平　80
均

ヒ
　 60
ツ

ト

率　40

％

　 20

学習 フェ
ーズ で

の 刺激

囗 色 名

◇ 色パ ッ チ

O 色 名 十色パ ッ チ

　 　 0

　　　 　 色名　　　色パ ッ チ

　 　 　 テ ス トフ ェ
ーズ で の 刺激

図 2 ．色名お よび色パ ッ チ に よる再認率
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